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をやった。つまり、毎回、学生の１/４が試験 A を受け、他の１/４の学生が試験 B を、さらに１/
４の学生が試験 C、試験 D といった具合である。全ての学生が無作為に決めた順番で試験を受けた。
最初の試験の時、ラッシュモデルを用いて試験の質問の難易度を計算した。この難易度により、学












授業では教科書３冊を使った。教科書は Essential Reading (Gough, 2008)と Think in English （１） 




(Lineaweaver III & Backus, 1970) (試験 A)だった。試験 B のテキストは、集団遺伝学に近い専門の
学生の為の集団遺伝学の教科書(Hartl, 1981)から取った。試験 C のテキストは、プリンストン大学
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２年生の選択英語のリーディングであり、もう１つは１年生の必修英語のリーディングの授業であ
った。１年生の授業は TOEIC 試験で能力別編成した。TOEIC 試験と別のレベル・チェック試験の







生279人の１/４が試験 A を受け、１/４の学生が試験 B を受けたといった具合である。このように
試験は無作為に管理された。次の試験を受ける時には、全ての学生が24パターンから１つのパター


















































































































































r1,4は試験１と試験４の積率相関係数を意味する。ラッシュ能力スコアの相関係数 n ＝ 177． 
r1,2 r1,3 r1,4 r2,3 r2,4 r3,4 









 時間１ 時間２ 時間３ 時間４ 
rabil,% 0.98 0.93 0.96 0.96 











 全体 時間１ 時間２ 時間３ 時間４ 
試験 A -0.74 -0.76 -0.92 -0.89 -0.97 
試験 B -0.96 -0.99 -0.93 -0.95 -0.996 
試験 C -0.95 -0.996 -0.996 -0.996 -0.96 
試験 D -0.96 -0.98 -0.99 -0.98 -0.99 
 































生を確実に分離することができなかった。これは以下のような理由からだったと考えている。   
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